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　例年のペノレセウス群ぜして金星大の火球のなかつ表事や流星数から見ても比較的淋
しい流星雨であっ7：0極大iwnらかに十ご．日早朝に起つナこが13日U日照榔こ次ぐもの
であっす：。
　及ルセウス群以外副産物電して得た十二魚座β群討7。＋3。で七箇日流星が魏測され
て居る。
　観測部．の最：初の流星灌壁測であっ六が藻想以上の好成績であったO次回の試みにほ多
数の會員諸氏の加i［られん事奄望む。
（??）
　　　　　　　　アルゼンチン國立天女蔓の肉十吋反射弓蝿鏡
　来國のヲーナースエジー會祉ぱペラィン氏の町長7：ろアルゼンチン國立天交墓の爲
1＝600寸反身寸望蓮遽ゐg完成で童り。
大鏡lt口脛61「！寸ありて厚み1坤央【こて七吋牛にて重量V．　2000　teンドあり・焦黒日由縁
1翅駅6吋あり即ちF4Bにてウ1ルソン山六十吋亡殆んε’同等なり。二＝一・Fン式
Sして使用する小鏡ば楕圓r一て短径12吋書あり・
　カセグレインec　Sして使用する小鏡itご個あセ】て何れも直径16全心にて合野田口占距
各68灰及びU2吸あり。後春にヵセグレイン〃一デεして三月弛らる。
　光學部分ば総て有名なろプラシアー會新製なりQ
　マウンチングにウィルソン由六十吋オ似ブころフft　一　ij　op　l：“’（附麟設備匡完全な、）o
筒ばフv一ムにあらす1て通常の屈折鏡S同様なり。南牛球最たの反酎鏡なろ秘以て
此の有力なる器械によリ幾多の新事實が獲見さるyを信ず。
　　　　　　　　○岡山支灘七三通信
一〇天界研究會　第二土燦日（十四H）午後七暗から宮原幹事宅にて開催けこQ
二。家庭宣傳　水野gr享lt左記の睡り家庭宣徳た行つナこ。
　二十四日　川村大v宅
　ご十八日　石倉少佐宅
　二十九日Q三十日　：k屋少佐宅
　三十一日　佐々木少佐宅
